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1.　はじめに
1.1　問題の所在 ・ 子どもの実際　
中学校 2年生を対象とした PISA調査 （2015）
での 「理科学習に対する道具的な動機付け」
指標は， 2006 年調査に比べて大きく向上したも
のの， 「科学の楽しさ」 指標や 「理科学習者と
しての自己効力感」 指標， 「科学に関連する活
動」 指標といった項目は， 2006 年， 2015 年調
査ともに， OECD 平均に比べて低い （国立教育
政策研究， 2016）。
TIMSS調査 （2015） では， 小学校の理科の
勉強が楽しいと 「強く思う」 と， 理科の勉強が楽
しいと 「そう思う」 を合わせた肯定的な回答が 90 
% （87 %） （カッコ内は国際平均の値，以下同様）
に達している。 この結果は， 国際平均値を超える
結果である。 ところが中学校では， 理科の勉強が
楽しいと 「強く思う」 と，理科の勉強が楽しいと 「そ
う思う」 を合わせた肯定的な回答が 66 % （81 %）
になる。 小学校の数値と比べると， 24 %減ってお
り，国際平均値と比べてみても 15 %下回っている。
他の 「理科は得意だ」 などの理科に関する質問
についても国際平均を上回ることはなく， 軒並み
数値はよくない （国立教育政策研究， 2017）。 こ
のことから日本において学習者は， 中学校の時期
に理科に対して苦手意識を持ち始めたり， 楽しさ
を感じなくなったりし始めると考えられる。
鶴山ら （2008） は， 子どもの遊びの実態につ
いて 「3つの間 （時間， 空間， 仲間） の減少」
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の視点から調べ， 外遊びの機会の減少を危惧し，
文部科学省 （2007） は 「科学技術のブラックボッ
クス化」 について指摘している。 それは， 「便利
さ ・ 身近さの陰で科学技術がブラックボックス化
し， 一般の人々からはかえって見えにくくなって
おり， 科学技術が， 一部の専門家だけのものに
なり， 一般の人々から遠い存在になること」 という
もので， 「若者が科学技術を身近に感じることが，
科学技術の成果があまり普及していなかった頃よ
りもかえって難しくなっている」 と表現している。
1.2　研究の背景 ・ 目的
新学習指導要領 （2017） では， 知識の理解
の質を高め資質 ・ 能力を育む 「主体的 ・ 対話
的で深い学び」 の中で， 全ての教科等を， ①
知識及び技能，②思考力，判断力，表現力等，
③学びに向かう力， 人間性等の三つの柱で再
整理したとある。
無藤 （2015） は， 資質 ・ 能力としての学力
の構造イメージの中であげられているイメージ図
（図 1） から， 「主体的に学ぶ情意」 が学力のエ
ンジンと表現している。 この学びの原動力， エン
ジンになる 「主体的に学ぶ情意」 を， 「理科に
対する興味や関心を持続させる」 ことだと捉えて
授業の中でできることを考えた。
私自身， 自らの研究課題を通して授業展開を
試みていく中で， 活動が一時的な場面に限られ
ることがあった。 そこで， 理科に対する興味や関
心を持続させることを育くむための活動としての
「理科話」 を， 年間を通した継続的な活動の取
り組みとして授業形態の中に入れ， その効果を
検討することを目的とした。
1.3　研究の方法
研究の目的を達成するために， 次の 2 つの
目標を設定した。
（1） 「理科話」 を授業の一部として導入する。
（2） 「理科話」 を取り入れたことによる効果を検
討する。
効果を検討する方法としては， 「理科話」 の
発表の内容や発表の様子を考察することと， ア
ンケート調査 （アンケート調査用紙は本稿の末
尾に掲載） の結果から考察することとした。
2.　授業実践
2.1.　理科話
理科話とは， 毎授業の冒頭 5 分程度を使い，
生徒自身が， 興味のある理科の内容についての
話を発表し， その後に感想などを記入する一連
の流れとする。
2.2　理科話の流れ
①授業開始前に， 教科係の生徒が， クラス全員
に理科話の感想カードを配る
②授業開始後， その日が順番になっている生徒
は前に出て理科話を始める。
③その時， 前に座っている生徒は， カメラにて
動画の記録をとる。
④話が終わった後， 特に質問などがない場合カ
メラを受けとり自分の席に戻る。
⑤聞いていた生徒は，カードに感想を記入する。
発表者は， 自分の発表の動画を見つつ， 振
り返りを記入する。
⑥教師が， 発表内容についての確認などをし，
回収された感想カードの記述に触れて終える。
2.3　理科話の行う時のルール
2.3.1　1 年次 （実践の 1 年目）
①自分が興味のある理科の内容について話をす
ること。
②原稿は持たずに知っている ・ 覚えている範囲
内で 2,3分の時間を使い話を行うこと。
③最後に質問があるかどうかを確認して， 席に
戻ること。図１. 資質 ・能力としての学力の構造イメージ
（出典 : 「育成すべき資質 ・能力とは」 『中央
教育審議会提出資料』 4 スライド目より転載）
64
鳥取大学附属中学校研究紀要 Bulletin of the Tottori University Junior High School, No. 50, March 1, 2019
服部和晃 ・泉　直志 ・高橋ちぐさ
2.3.2　2 年次 （実践の 2 年目）
1回目
① 1年次と同じ。
② 原稿を持ってもよいことに変更。
③ 質問の確認を廃止。 話の途中に， 聞いてい
る人の表情で感じ取ったり， 「どういうこと？」
などの呟きに発表者が反応できるようにする。
④ 発表の最中に必ず， 聞いている人との 「やり
とり」 （会話のキャッチボール） を 1 回は入れ
ることを追加する。 1 回のやりとりは， 人 A さ
ん→人 B さん， 人 B さん→人 A さん， 人 A
さん→人 B さんの会話の流れを 1回とする。
2回目
　ルール②の原稿を見るのは， メモ程度に留め
るように変更。 ①③④は同じ。
3回目
　ルール②のメモ程度も廃止， 原稿を持たずに
行うという 1年次の形に戻す。 ①③④は同じ。
2.4　理科話の意図
◯ルール①について （自分の興味）
生徒自身が興味のある話を行い， それをクラ
スで共有することで， 生徒 1 人 1 人が理科に対
する内容を面白がったり， アンテナを高く生活す
ることをねらいとした。 その活動の積み重ねが，
理科に対する興味や関心を持続させることを育く
むことになると考えた。 また， 長沼 （2015） は，
学校教育を 「公式な学習 （Formal Learning）」
といい， 他と切り離された学習として区別をして
いたが， 本来， 学校教育の外にあった自然体
験の減少や科学技術のブラックボックス化による
学習機会の喪失を， 「理科話」 として授業に取
り入れることで 「公式な学習」 として扱うことがで
き， 少しでも失われた学習の機会を補うことがで
きるのではないかと考えた。
◯ルール②について （原稿）
1年次， 理科話の内容について， しっかり調
べてから臨む生徒より， 「原稿を見ながら発表さ
せてください」 と要望があったため， 2年次の 1
回目は許可した。 しかし， 原稿ばかりを見て， 聞
く側をまったく見ない発表が出てきて， まさに今伝
えているという Live感が大きく損なわれる場面が
見られため， 最終的には原稿は見ないに収めた。
◯ルール③について （質問の仕方， 伝える力）
池内 （1996） は， 『科学の考え方 ・ 学び方』
の中で， 「常に人々の間での対話を通じて合意
を形成していくことが必要」 と述べ， また 「科学
者は， わかりやすく話す訓練をしておかねばな
らない」 と述べている。 これらの内容から， 「科
学は， 相手に伝え終えるまでが科学である」 と
考え始めた。 双方向のコミュニケーションによる
理解を大切にできるよう配慮した。 1 年次は， 最
後に質問をする方式だったが， 話の途中を理解
しないとその後最後までよく分からなくなるような
難解な発表内容が出てきたこともあり， 発表途中
に質問や呟きを行うよう変更した。
◯ルール④について （やりとり， 相互作用）
「伝え合う， 理解し合うために， 何回かの会話
のキャッチボールを自然に行えるようになってほ
しい」 という考えから取り入れた。 私の取り組み
の 1 つであるアーギュメント活動で仮説を発表し
合う場面では， 大きく関わる力と考える。
◯その他 （発表している映像を自分で確認）
「自分が人前で話して話をしているところを見
たことがない」と答える生徒が最初ほとんどであっ
た。 無藤 （2015） の述べる， 学力の構造イメー
ジ （図 1） にもあるように， メタ認知は学力のハ
ンドルを意味している。 まずは， 自らの振る舞い
を客観的に見るとこができるようになってほしいと
いう思いを込めて取り入れた。
◯その他 （感想カード）
発表に対して否定的な内容は書かないように
した。 1 年の最後に本人へ返却するようにした。
どんなことが書かれたか他者からの評価を楽しみ
にしている場面も見られ， 活動に対するフィード
バックになると考えた。
2.5　実践内容
理科の授業の冒頭に 1 人ずつ 「理科話」 を
行った。1年次は 1人 1回，2年次は 1人 3回行っ
た。 年 4 回ある教育実習生による授業期間中は
行わなかった。
2.6　調査対象
鳥取大学附属中学校，第 2学年 4 クラス （男
子 ： 65 名， 女子 66 名） を対象に， 平成 29 年
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5 月〜平成 31 年 3 月の理科授業の冒頭におい
て実践を行った。
2.7　実践の評価方法
本実践における生徒の学習に対する評価は，
次の 2点から行った。
（1） 発表内容について考察する。
（2） アンケートの調査結果と PISA調査や
　 TIMSS調査の結果とを比較し考察する。
3.　結果および考察
3.1　発表内容について （1 年次）
発表内容については， 表 1の通り， 133話の
数があるのは， 自発的に 2回目を行った者がい
るためである。 幅の広い題材が集まり， 内容のレ
ベルも様々であった。 中学校理科の内容に縛ら
れることなく， 教科書以外の知識を共有できる場
面がほとんどで見られた。 時には， 黒板を使っ
た説明， 印刷した画像を使って説明， 通常の倍
以上時間をかけて説明するなど， 伝え方におい
ても幅が広がったと感じる場面も見られた。
3.2　アンケート調査結果
1 月初旬に行い， その結果は表 2の通り。 使
用している言葉は， 省略形で示している。 設問
1 〜 3 は， 「強く思う」 と 「そう思う」 の肯定的な
回答を選んだ者の割合を表している。
結果のデータ設問 3 （理科を勉強することは，
楽しいですか） から， TIMSS 調査 （2015） と比
較して， 小学校の頃は日本の全国平均よりも低
いが， 中学校になると日本の全国平均よりも高く
なり， かつ肯定的に回答する生徒が， 小学校に
比べてわずかではあるが上昇していた。 他には，
設問 2 （理科を勉強すると， 日常生活に役立つ
と思いますか） から， 日本の全国平均 （62 ％）
よりも高かった。
冒頭にあげた PISA調査 （2015） の 「科学に
関連する活動」 指標の視点から考えると， 設問
4〜 6の結果より， 外的な動機付けではあるもの
の科学に関連する活動が行えていると考えること
ができる。 活動時に， インターネットを使ったも
のが多かった。
表１. 各クラスの理科話題材名 （1年次， 計 133話）
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4.　まとめと今後の課題
本研究では， 理科に対する興味や関心を持
続させることを育くむための活動として 「理科話」
という活動を考案し， 年間を通した継続的な活
動の取り組みとして授業形態の中に入れ， その
効果を検討することを目的とした。 その結果， 以
下の 2点が明らかとなった。
1） TIMSS 調査に見る日本の一般的な生徒より，
理科に対する興味や関心が高い。
2） PISA 調査に見る日本の一般的な生徒より，
科学に関連する活動を行っている。
今回の実践から， 中学校 2 年生の段階で学
びの原動力である理科への興味や関心の高さを
見ることができたことは， 大きな成果と考える。 し
かし， 課題も残っている。 理科話の活動が， ど
れくらい 「理科を勉強することは， 楽しい」 と思
うことと関連しているのか， そもそも人前に出て
発表することが苦手な生徒をどう肯定的に活動さ
せるかといったことなどである。 これからも少しず
つ改善しながら実践を継続させていきたい。
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資料１　アンケート調査用紙
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